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  つるし雛 展

「つるし雛」は、初節句を迎えた娘の幸せを祈り、はぎれで作ったぬいぐるみを

竹ひごの輪から赤い糸に下げて飾る、江戸時代から伝わる風習です。

「つるし雛コンテスト」に参加された各地区コミュニティの作品を展示します。

１月１１日（金）～１月２０日（日）

沼津市立図書館４階展示ホール

沼津市地域自治課

子ども向けＤＶＤ上映会

２月２３日（土）（富士山の日）　１０：００～  / １４：００～

沼津市立図書館４階視聴覚ホール

直接会場へ　　定員２００人

「でんじろう先生の日曜実験室　ラブラボ！」　(上映時間 ７５分）

でんじろう先生が、分かりやすく「科学のおもしろさ」を紹介します。

◎広報ぬまづ・館内ポスター・チラシ等もあわせてご覧ください。

◎駐車場に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。
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31

…休館日

開館時間 火･水･木 ・・・・・・・・・・・・・・ 午前９時３０分～午後６時３０分
　   金 ・・・・・・・・・・・・・・ 午前９時３０分～午後９時
土･日･祝日･振替休日 ・・・ 午前９時３０分～午後５時

共 催

日 時

ご家族・お友達をお誘いのうえ　お気軽にご来館ください！
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図　書　館　カ　レ　ン　ダ　ー



【一般書】

★　日本の神々がわかる神社事典 外山　晴彦 成美堂出版

★　プロが教える本当に役立つ介護術 福辺　節子 ナツメ社

★　iＰＳ細胞大革命 朝日新聞科学医療部 朝日新聞出版

★　減電社会 小澤　祥司 講談社

★　ヨーグルトマジック 荻野　恭子 文化学園文化出版局

★　はじめてママのきほんの幼児食 牧野　直子 西東社

★　残り全部バケーション 伊坂　幸太郎 集英社

★　パンドラの鳥籠 高田　崇史 朝日新聞出版

★　５５歳からのハローライフ 村上　龍 幻冬舎

★　喪失 モー・ヘイダー ハヤカワ書房

【児童書】

☆　雲ごよみ 高橋　健司 山川出版社

☆　山に肉をとりに行く 田口　茂男 岩崎書店

☆　一さつのおくりもの 森山　京 講談社

☆　マウとバウのクリスマス ティモ・パルヴェラ 文研出版

☆　わたしのゆたんぽ きたむら　さとし 偕成社

新 着 図 書 の ご 案 内

◆◆図書館「本のリサイクル市」のお知らせ◆◆

と  き　平成２５年２月１６日（土）
　　　　１３時～１６時

ところ　図書館４階第３講座室

※　入場整理券を、当日９時３０分から
　　 ４階会場前で配布します。(先着450人）
※　持ち帰り用袋をご用意ください。
※　古本の交換市ではありません。

詳しくは図書館まで
（055-952-1234）お問合せください。

図書館での所蔵期間が終了した図書や雑誌を、一般の方に無料で配布します。

＜＜昨年のリサイクル市の様子＞＞

沼津市立図書館

新着図書の中から一部をご紹介します。また、図
書館ホームページや館内の検索用パソコンでも
見ることができます。



去る１２月８日土曜日、恒例のおはなしフェスティバルが開催されました。

リサイクル工作や、読み聞かせボランティアさんたちによるおはなしを楽しみました。
多数のご参加、ありがとうございました。

毎週土曜日・毎月第３日曜日午後２時から、児童室おはなしのへやで、楽しいおはなしの会を開催中です！

おはなしふくろう
毎月第１土曜日

グループ名
担当する曜日

アンの部屋
毎月第２土曜日

グループあおむし
毎月第４土曜日

ラディッシュ
毎月第３土曜日

あかずきんちゃん
毎月第３日曜日

みんな
きてね！！

○　スヌークスさん一家
　　　　　　　　（アンの部屋）
○　うしろにいるのだあれ
○　したきりすずめ
　　　　　　　　（グループあおむし）
○　ぽんたのじどうはんばいき
　　　　　　　　（図書館職員）
○　ねずみくんのチョッキ
○　クリスマスのふしぎなはこ
　　　　　　　　（おはなしふくろう）

おはなし会プログラム

工作、じょうずに
できるかな？

サンタが図書館に
やってきた！？



 

 みなさんの中には、「調べたいことがあるけど、どの本を呼めばよいか分からない」という方も 

いるのではないでしょうか？図書館では、本の貸出・返却だけでなくレファレンスサービスといい 

みなさんの調べもののお手伝いをしています。利用者から寄せられた質問に、図書館にある 

資料でお答えもしています。例えば・・・ 

 

凧揚げのことについて調べているのですが・・・ 

 

 

◎凧揚げについて 

   凧は、中国で紀元前２世紀に敵状視察に用いたのが起源とされています。日本には平安時 

代以前に中国から伝わり、紙老鴟（しろうし）や紙鳶（たこ）などとよばれて、凧揚げは技芸の 

一種として行われていました。それが次第に一般化されて発達し江戸時代には、 正月の子 

どもの遊びとして定着するようになりました。形はさまざまで、六角凧、長四角凧、ヤッコ凧、 

とんび凧などの種類があります。 

関東ではタコ、関西ではイカやイカノボリなど、全国でもさまざまな呼び名があります。 

このような名がいつごろついたのか、また「凧」という字がいつごろから当てられるようになっ 

たのかははっきりしていません。 

◎全国には、いろいろな凧があります。私たちの住む静岡県にもたくさんの凧がありますが、その

中からいくつかご紹介します。 

・駿河凧（静岡市ほか） 

今川義元が戦勝の祝いとして揚げさせたのが始まりと伝えられています。左右の下部がと 

び出ているのが特徴で駿河のイカ凧とも呼ばれています。 

・ぶか凧（周智郡森町） 

周智郡森町で作られている凧です。武家の人たちが揚げたのでぶか凧と呼ぶようになった 

とも、ブカブカ揚がるからぶか凧と呼ぶようになったともいわれています。 

・町印凧（浜松市） 

四角の形をした凧です。日本の凧揚げ三大祭りの一つにあげられている浜松まつりでの凧 

合戦は有名です。一辺が２～３ｍの大凧を揚げて糸を切りあいます。 

◎沼津御用邸のとんび凧 

  沼津御用邸にあるとんび凧は、昭和天皇の立太子を奉祝して大正５年１２月、東京都大田区

六郷地区の住民から献上され、現在も御用邸記念公園内に保存されています。長い間、保管

されていましたが、破損がひどかったため修復して、平成１５年に約５ｍ５０ｃｍのとんび凧が、 

８７年ぶりに沼津の大空を舞いました。現在でも、とんび凧を揚げる催しが行なわれています。 

参考文献  

『日本大百科全書』小学館 

『日本遊びの大事典』東京書籍 

『静岡県の凧』日本雪だるまの会 

『やさしい和凧』文堂新光社 

『静岡新聞』（平成 15 年 11 月 16 日付朝刊） 

みなさんも、わからないことがあったら、カウンターまで気軽に声をかけてください。 
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